
■
阪
神･

淡
路
大
震
災
を
忘
れ
な
い

２
０
１
２
年
１
月
、
阪
神
・
淡
路

は
震
災
か
ら
１
７
回
目
の
１
・
１
７

を
迎
え
た
。

県
議
会
議
員
に
な
っ
て
毎
年
、
こ

の
時
期
に
兵
庫
を
訪
問
し
て
い
る
。

視
察
の
中
心
は
県
立
舞
子
高
校
で
の

「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
」
出
席
で

あ
る
。
こ
の
他
、
学
校
現
場
で
の
防

災
訓
練
や
行
政
が
取
り
組
む
防
災
教

育
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
。

舞
子
高
校
は
全
国
で
初
め
て
「
環

境
防
災
科
」
を
設
置
し
た
県
立
高
校

で
あ
る
。
同
科
は
学
年
１
ク
ラ
ス
で

定
員
は
各
４
０
名
、
卒
業
に
必
要
な

単
位
の
う
ち
「
災
害
と
人
間
」
「
自

然
環
境
と
防
災
」
な
ど
の
専
門
科
目

が
１
／
３
を
占
め
る
。

こ
の
５
年
間
の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

行
事
の
内
容
は

（
０
８
年
）
前
年
発
生
の
地
震
被
災

地
か
ら
、
新
潟
県
立
柏
崎
総
合
高
校

と
石
川
県
立
門
前
高
校
が
参
加

（
０
９
年
）
中
国
・
四
川
大
地
震
で

の
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

環
境
防
災
科
生
徒
の
報
告

（
１
０
年
）
震
災
か
ら
節
目
の
１
５

年
。
地
域
と
合
同
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
２
日
間
の
開
催

（
１
１
年
）
兵
庫
県
北
・
西
部
豪
雨

に
お
け
る
高
校
生
の
活
動
報
告

そ
し
て
今
回
の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

行
事
は
、
舞
子
高
校
生
徒
・
兵
庫
県

内
高
校
生
、
地
域
住
民
や
近
隣
中
学

校
生
徒
、計
１
２
０
０
人
が
参
加
し
、

昨
年
３
月
発
生
の
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
報
告
を
中
心
に
開
催
さ
れ

た
。

■
被
災
地
か
ら
の
報
告

岩
手
県
立
高
田
高
等
学
校

第
１
部
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市

に
あ
る
県
立
高
田
高
校
よ
り
、
被
災

地
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。
高
田
高

校
は
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
生
徒
１
８
名
教
員
１
名
が
死
亡

・
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
校
舎
も
大

き
な
被
害
を
受
け
、
現
在
も
大
船
渡

東
高
校
で
の
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

同
校
教
員
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
時
刻
が
中
心
の
活
動
制
約
、
教
室

や
部
活
場
所
の
不
足
、
生
徒
の
活
動

に
か
か
る
保
護
者
の
負
担
増
な
ど
の

現
状
が
語
ら
れ
、
加
え
て
生
徒
の
抱

え
る
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
も
切
実
な

報
告
が
あ
っ
た
。

大
き
な
被
害
を
受
け
た
同
校
で
あ

る
が
、
生
徒
一
人
一
人
の
状
況
は
同

一
で
は
な
い
。
あ
る
生
徒
は
津
波
で

自
宅
や
家
族
を
失
っ
た
。
一
方
で
被

災
は
し
た
が
家
も
家
族
も
残
っ
た
生

徒
も
い
る
。
直
接
の
被
害
が
小
さ
か

っ
た
生
徒
は
「
自
分
に
は
多
く
が
残

り
、
す
ま
な
い
」
と
思
う
。
多
く
を

失
っ
た
生
徒
は
そ
の
気
遣
い
に
心
が

さ
さ
く
れ
立
つ
と
話
す
。
ど
ち
ら
も

深
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
い
て
い
る
。
や

り
場
の
な
い
ス
ト
レ
ス
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
悩
む
教
員

が
い
る
。
そ
の
教
員
も
ま
た
、
被
災

者
で
あ
る
。
被
災
地
の
現
実
に
聞
き

入
っ
た
。

新
潟
県
中
越
地
震
の
際
、
被
災
地

の
学
校
に
勤
め
る
教
員
か
ら
の
相
談

を
思
い
出
し
た
。
担
任
す
る
児
童
は

皆
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
自
分
は

遠
く
離
れ
た
自
宅
で
直
接
の
被
害
は

な
か
っ
た
（
あ
の
日
は
土
曜
日
）
。

余
震
に
怯
え
る
子
ど
も
た
ち
を
前

に
、
そ
の
不
安
に
ど
う
寄
り
添
え
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
被
災
地
元
で

生
活
す
る
職
員
と
の
距
離
が
縮
ま
ら

な
い
。
被
害
が
な
か
っ
た
自
分
の
身

の
置
き
場
が
探
せ
な
い
。
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■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
優
劣
は
な
い

第
３
部
で
は
、
東
北
被
災
地
で
心

の
ケ
ア
に
携
わ
る
高
橋
哲
氏
（
臨
床

心
理
士
・
兵
庫
県
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
小
笠

原
祐
子
氏
（
高
田
高
校
教
諭
）
諏
訪

清
二
氏
（
舞
子
高
校
環
境
防
災
科
長
）

に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
た
。

震
災
発
生
か
ら
繰
り
返
し
被
災
地

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

舞
子
高
校
。
引
率
し
た
諏
訪
先
生
に

よ
れ
ば
、
活
動
後
の
生
徒
の
受
け
止

め
に
は
両
面
が
あ
る
と
い
う
。
一
つ

は
被
災
者
か
ら
素
直
に
感
謝
を
伝
え

ら
れ
、
経
験
を
将
来
に
役
立
て
た
い

と
い
う
反
応
。
も
う
一
つ
は
自
分
の

微
力
さ
に
直
面
し
、
一
生
懸
命
や
っ

た
け
れ
ど
果
た
し
て
役
立
っ
た
の
か

と
い
う
反
応
。
果
て
し
な
く
続
く
瓦

礫
の
山
を
前
に
し
て
、こ
う
し
た
「
負

の
反
応
」
を
強
く
示
す
生
徒
は
少
な

く
な
い
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
高
橋
先
生
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
目
的
は
２
つ
あ
る
。
役

に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て

つ
な
が
る
こ
と
（
そ
の
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
）
」
と
語
っ
た
。
瓦
礫

を
片
付
け
た
、
食
事
を
用
意
し
た
な

ど
の
形
が
見
え
る
活
動
も
大
切
だ

が
、
活
動
を
通
じ
て
現
地
の
人
た
ち

と
つ
な
が
る
こ
と
は
長
期
的
に
見
て

非
常
に
重
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
と
言

葉
を
重
ね
た
。

諏
訪
先
生
か
ら
は
、
余
震
が
あ
る

度
に
お
見
舞
い
メ
ー
ル
を
現
地
に
送

る
舞
子
高
校
生
の
話
が
紹
介
さ
れ

た
。
そ
の
生
徒
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
後

も
被
災
地
と
し
っ
か
り
つ
な
が
っ
て

い
る
。
そ
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

優
劣
は
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

金
も
た
ま
た
ま
機
会
に
恵
ま
れ
た
か

ら
。
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
起
こ
さ

な
い
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
つ
な
が

り
た
い
！
と
の
気
持
ち
に
な
る
こ
と

が
大
切
」
と
語
っ
た
。

高
田
高
校
の
小
笠
原
先
生
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
当
た
り
前
と
思
う
高

校
生
の
姿
に
感
動
す
る
。
兵
庫
の
高

校
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
で

の
経
験
を
地
元
に
帰
っ
て
伝
え
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
高
校
生
が
『
伝
え
る
』
場
面
に
は

限
り
が
あ
る
。
例
え
ば
マ
ス
コ
ミ
を

通
じ
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
認
め

る
機
会
が
増
え
る
な
ど
す
れ
ば
、
彼

ら
の
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
意
見
が
返
さ
れ
た
。

■
兵
庫
の
高
校
生
か
ら

第
２
部
で
は
兵
庫
県
内
６
高
校
の

代
表
か
ら
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
各
校
の
発
表
は
高
校
生
が
ど
の

よ
う
に
被
災
地
と
つ
な
が
っ
た
か
が

よ
く
わ
か
る
内
容
で
あ
っ
た
。

▼
私
立
啓
明
学
園
高
校

宮
城
県
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
。
津
波
被
害
の
イ
チ
ゴ
農
園
の
復

旧
作
業
を
手
伝
う
。
「
自
分
た
ち
は

微
力
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
無

力
で
は
な
い
」
と
力
強
い
言
葉
。

▼
県
立
高
砂
南
高
校

気
仙
沼
と
大
島
に
２
０
名
で
参

加
。
８
月
の
酷
暑
の
中
、
瓦
礫
撤
去

を
行
う
が
達
成
感
は
小
さ
か
っ
た
。

想
像
は
ご
く
僅
か
し
か
理
解
で
き
な

い
。
止
ま
っ
て
い
て
は
で
き
な
い
こ

と
を
体
中
で
感
じ
帰
っ
て
き
た
。

▼
県
立
伊
丹
高
校

市
内
４
つ
の
高
校
生
徒
会
が
集
ま

り
、
伊
丹
ク
ロ
ー
バ
ー
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
東
北
で
活
動
し
た
。
現
地
で

見
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
を
地
域
で
発

信
し
た
い
。
日
本
に
い
た
ら
地
震
は

避
け
ら
れ
な
い
。
防
災
意
識
を
強
く

持
ち
た
い
。

▼
市
立
神
港
高
校

宮
城
農
業
高
校
の
復
興
祭
に
参
加

す
る
。
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
高

校
生
の
頑
張
る
姿
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
全
校
生
徒
の
カ
ン
パ
で
被

災
地
へ
の
旅
費
を
ま
か
な
っ
た
。

▼
市
立
神
港
学
園
高
校
（
野
球
部
）

阪
神
淡
路
大
震
災
の
年
、
被
災
者

か
ら
励
ま
さ
れ
る
中
で
セ
ン
バ
ツ
出

場
。
そ
れ
以
来
、
１
・
１
７
追
悼
行

事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
野
球
部
の
伝
統

と
し
て
続
け
て
い
る
。
昨
年
、
大
船

渡
高
校
野
球
部
を
神
戸
に
招
い
て
合

同
練
習
を
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
つ
な

が
っ
て
い
き
た
い
。

▼
県
立
舞
子
高
校

被
災
地
で
９
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
。
夏
休
み
に
は
個
人
で
出
か
け

る
生
徒
も
い
た
。
県
内
の
他
の
高
校

に
舞
子
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験

を
伝
え
、
事
前
学
習
に
役
立
て
て
も

ら
っ
た
。

舞
子
高
校
環
境
防
災
科
は
設
立

１
０
年
。
震
災
を
「
語
り
継
ぐ
」

こ
と
を
防
災
教
育
テ
ー
マ
の
一
つ

に
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
入
学
し
て
く
る
生
徒
は
す

で
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験

し
て
い
な
い
世
代
と
な
っ
た
。

同
校
防
災
教
育
の
課
題
は
変
化

し
て
は
い
る
が
、
「
語
り
継
ぐ
」
＝

「
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
ベ
ー
ス
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
今
回

の
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
で
も
「
つ

な
が
る
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ

ー
ド
と
な
っ
て
い
た
。

伊
丹
市
内
の
高
校
は
合
同
チ
ー

ム
で
つ
な
が
り
東
北
へ
と
向
か
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
知
識

を
、
舞
子
高
校
と
つ
な
が
り
教
わ

っ
た
。
神
港
学
園
野
球
部
の
活
動

は
１
７
年
前
の
先
輩
か
ら
つ
な
が

っ
て
い
る
。
そ
し
て
神
戸
の
高
校

生
と
東
北
被
災
地
の
高
校
生
は
震

災
を
通
じ
て
つ
な
が
っ
た
。

被
災
地
の
高
校
生
は
東
北
を
蘇

ら
せ
た
い
と
語
る
。
そ
こ
に
故
郷

へ
の
深
い
愛
情
を
感
じ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
の
生
徒
は
、
少
し

は
役
立
て
た
か
な
と
、
は
に
か
ん

だ
。
自
己
肯
定
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。防

災
教
育
は
避
難
訓
練
だ
け
で

は
な
い
。
生
命
を
守
る
学
び
を
通

じ
て
周
り
と
つ
な
が
り
、
そ
し
て

自
分
を
大
切
に
す
る
。
そ
ん
な
大

き
な
視
野
で
取
り
組
み
た
い
。




